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第３章 緑の将来像  
 

１． 緑の 基本 特性  
 

奄 美 大 島 は 森 と 川 と 海 の 自 然 に 恵 ま れ 、 希 少 な 動 植 物 の 宝 庫 で す 。 人 々 は 古 く か

ら 杜 を 聖 林 と し て 崇 め 、 神 の 道 ・ 神 の 川 を 通 じ 、 海 の 彼 方 の 信 仰 の 地 （ ネ リ ア ） か

ら 神 を 迎 い 入 れ る と い う 「 島 建 て 村 立 て 」 の 村 落 構 造 を 形 成 し て き ま し た 。 こ の よ

う な 背 景 の も と に 、自 然 の 恵 み や 伝 統 文 化 、ま ち の 景 観 な ど を 魅 力 あ る 宝 と し て 色 々

な つ な が り に よ り 市 街 地 や 集 落 が 形 成 さ れて い ま す 。  
次 に 奄 美 市 の 緑 の 特 性 の 概 要 を 特 性 図 に 示 し ま す 。  

 
 

図  緑 の 基 本 特 性 図  
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２． 緑の 基本 計画 の 理念  
 

1） 基 本 理 念  
新 市 誕 生 時 の 将 来 像 は 、「 自 然 ・ 人 ・ 文 化 が 共 に つ く る き ょ ら の 郷 （ し ま ）」  

で あ り 、 自 然 ・ 人 ・ 文 化 が テ ー マ と な っ て い ま す 。  
古 く か ら 奄 美 の 集 落 な ど に は 、 海 や 港 の 風 景 が あ り 、 海 洋 か ら の 流 れ 、 山 地

か ら の 水 や 緑 の 空 気 の 流 れ が 融 合 し 、 そ こ に 人 と 文 化 の ま ち が 形 成 さ れ て き ま

し た 。  
そ れ は 現 在 に お い て も 、 温 暖 な 気 候 と 豊 か な 自 然 の 中 で 、 自 然 を 崇 拝 す る 島

建 て の 街 づ く り に よ り 、 自 然 の 恵 み や 伝 統文 化 、 ま ち の 景 観 な ど 魅 力 あ る 宝 と

し て 色 々 な つ な が り が 形 成 さ れ て い ま す 。 そ の つ な が り や 地 域 ら し さ を 大 事 に

し 、 新 し い つ な が り と 奄 美 ら し さ を 創 り 出し な が ら 、 緑 に あ ふ れ た 安 全 ・ 安 心

な ま ち づ く り を 理 念 と し ま す 。  
こ の こ と を 踏 ま え 、 本 計 画 に お け る 基 本 理 念 は 次 の と お り と し ま す 。  

 
自然 （水 ・緑 ）と ま ち（ 人・ 文化 ）の 調 和す る奄 美  

 
 

2） 基 本 理 念 の 展 開  
市 民 の 緑 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 を み る と 、 市 街 地 や 集 落 周 り の 樹

林 ・ 森 な ど 身 近 な 自 然 に 親 し み や シ ン ボ ル 性 を 感 じ て い ま す 。 ま た 、 緑 と の

ふ れ あ い や 潤 い の あ る 生 活 環 境 、 健 康 増 進 や レ ク リ エ ー シ ョ ン の 場 と 共 に 、

災 害 時 の 避 難 場 所 に な る 公 園 が あ る こ と も 望 ん で い ま す 。  
こ の よ う な 市 民 の 意 向 や 、 現 況 の 特 性 と 課 題 ・ 基 本 特 性 を 踏 ま え つ つ 、 本

市 に お け る 緑 の 特 性 を 、 宝 、 つ な が り 、 中 心 ・ 拠 点 、 住 区 、 防 災 、 協 働 と い

う 視 点 で と ら え 、 其 々 の 基 本 的 な 考 え 方 の も と に 施 策 を 展 開 し 、 基 本 計 画 の

柱 の も と に 、 重 点 分 野 の 展 開 を 行 う も の と し ま す 。  
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３． 緑の 将来 像  
  1） 緑 の 将 来 像  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自 然 （ 水 ・ 緑 ） と ま ち （ 人 ・ 文 化 ） の 調 和 す る 奄 美  

緑 の 将 来 像 の 構 成 は 、 緑 の 拠 点 、 海 域 ・ 湾 域 か ら 河 川 軸 、 道 路 軸 を 通 し て 中 央 山 地

帯 の 原 生 林 ゾ ー ン へ 連 な る 奄 美 の 森 で 構 成 し ま す 。  

笠 利 地 区 の 緑 の 拠 点 は 、観 光 交 流 の 拠 点 で あ る ア マ ミ パ ー ク 、珊 瑚 礁 が 広 が り 、美

し い 海 岸 線 の 景 観 や 海 浜 植 生 を 楽 し む あ や ま る 観 光 公 園 、蒲 生 崎 観 光 公 園 そ の 他 の

視 点 場 、ス ポ ー ツ・レ ク リ エ ー シ ョ ン の 拠 点 で あ る 太 陽 ケ 丘 公 園 と し ま す 。施 設 の

機 能 性 ・ 安 全 性 向 上 や 維 持 、 自 然 環 境 の 保 全 ・ 活 用 に 努 め ま す 。  

名 瀬 地 区 の 緑 の 拠 点 は 、都 市 軸 や 交 通 の 拠 点 で あ る マ リ ン タ ウ ン 地 区 、観 光 交 流 や

保 養 の 拠 点 で あ る 大 浜 海 浜 公 園 、ス ポ ー ツ・レ ク リ エ ー シ ョ ン の 交 流 拠 点 で あ る 名

瀬 運 動 公 園 、市 民 の 自 然 と の ふ れ あ い や 野 外 活 動 の 拠 点 で あ る あ か さ き 公 園 、市 街

を 一 望 で き る お が み 山 公 園 他 、住 区 の 近 隣 公 園 と し ま す 。施 設 の 機 能 性・安 全 性 向

上 や 維 持 、 景 観 形 成 、 環 境 の 保 全 ・ 活 用 、 防 災 機 能 の 向 上 に 努 め ま す 。  

住 用 地 区 の 緑 の 拠 点 は 、清 流 役 勝 川・住 用 川 の 合 流 す る マ ン グ ロ ー ブ 原 生 林 に 隣 接

し 、観 光 交 流 の 拠 点 で あ る マ ン グ ロ ー ブ パ ー ク 、フ ナ ン ギ ョ の 滝 等 の 自 然 景 観 、体

験 交 流 館 等 の あ る 内 海 地 区 、 そ の 他 の 自 然 景 観 の 視 点 場 等 と し ま す 。 施 設 の 機 能

性 ・ 安 全 性 向 上 や 景 観 形 成 、 自 然 環 境 の 保 全 ・ 活 用 に 努 め ま す 。  
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図  名 瀬 地 区 緑 の 将 来 像 （ 都 市 計 画 区 域 内 ）  

 

 
 

前 述 の 緑 の 将 来 像 は 、次 に 整 理 す る 緑 の 特 性 、基 本 方 針 に 基 づ き 構 成 し た も の で す 。  
 
 
特 性 の 視 点 の 内 容  

特 性 の 視 点  
宝  つ な が り  中 心 ・ 拠 点  住 区  防 災  協 働  

自 然 の 恵 み と

街 の 魅 力  
 
 
・ 緑 濃 い 山 や  

丘 陵 地  
・ 珊 瑚 礁 と 海 ・ 
 川  
・ 奄 美 の 文 化  
・ 里 地 ・ 里 山  

 

魅 力 あ る 自 然 、 
ま ち の 資 源 の

つ な が り  
 
・山 の 緑 と ま ち

の 緑  
・海・河 川 沿 い  

の 親 水 空 間  
・道 路 、街 路 樹 、 

公 園  
・神 山 、神 の 道  
・ 風 の 道  
 

都 市 整 備 の 現

況 と 計 画  
 
 
・ 港 湾 部 の 新

た な 拠 点  
・ 大 規 模 公 園

・ 文 化 の 森  

日 常 的 に 接

す る 緑  
 
 
・身 近 な 自 然

・ 街 区 公 園  
・集 落 の 広 場

・住 宅 、公 共

施 設 の 緑  
・ 学 校 の 緑  

市 民 の 安 全

を 守 る 施 設  
 
 
・ 耐 震 港 湾  
・ 避 難 施 設  
・公 園 、緑 地

市 民・市 民 団

体 の 参 加  
 
 
・ 緑 の 推 進  
・ 維 持 管 理  

 

地 域 の 宝  

中 心 ・ 拠 点

つ な が り  

住 区  

防 災  
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2） 緑 の 基 本 方 針  
特 性 の 視 点 の 内 容 を 受 け 、 基 本 的 な 考 え 方 を 検 討 し て 基 本 方 針 と し ま す 。  

 
基 本 的 な 考 え 方 （ 基 本 方 針 ）  

宝  つ な が り  中 心 ・ 拠 点  住 区  防 災  協 働  
自 然 と ま ち の

宝 を ま も り 、

み が く  
 
 
 

今 あ る つ な が

り を 太 く し 、

新 た な つ な が

り を 形 成 す る  
 

奄 美 ら し さ の

演 出 と 、 施 設

の 充 実 に つ と

め る  

身 近 な 緑 を ま

も り 、 そ だ て

る  

台 風 、地 震 な

ど に 備 え た

緑 の 計 画  

緑 の 啓 発 及

び 参 加 の 促

進  

奄 美 市 全 域 を 対 象 と し ま す  

 
 
 

基 本 計 画 の 柱  

自 然 の 保 全 と 緑 の ネ ッ ト ワ

ー ク の 形 成  
奄 美 ら し さ の 演 出  

安 全 ・ 安 心 、 快 適 な ま ち  
づ く り  

 
 
 

3） 名 瀬 地 区 を 例 と し た 模 式 図  
 

 
 宝  

自 然 の 恵 み と 街 の 魅 力  

 
 

自 然 と ま ち の 宝 を ま も り 、 み が く  
 
 

 
つな がり  
魅 力 あ る 自 然 、 ま ち の 資 源 の つ な が り  

 

 
 
今 あ る つ な が り を 太 く し 、 新 た な つ な が

り を 形 成 す る  
 

 

海 と 川 の つ な が り

親 水 空 間 の 創 出  

山 と ま ち ・ 海 を つ

な ぐ 緑 の 環 境 保 全
風 の 道 に よ る ヒ ー ト

ア イ ラ ン ド の 緩 和  
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中 心 ・ 拠 点  

都 市 整 備 の 現 況 と 計 画  
 

 
 
 
 

奄 美 ら し さ の 演 出 と 、 施 設 の  
充 実 に 努 め る  

 

 
住 区  

日 常 的 に 接 す る 緑  
 

 
 
 
 

身 近 な 緑 を ま も り 、 そ だ て る  

 
防 災  

市 民 の 安 全 を 守 る 施 設  

 
 

台 風 、 地 震 な ど に 備 え た 緑 の 計 画  
 

 
協 働  

   
 

市 民 ・ 市 民 団 体  
 
 

推 進  
維 持 管 理  

 
 

公 園 ・ 道 路 ・ 河 川  
緑 地 ・ 地 域  

 
 
 

 
 

本 港 区 及 び 区 画 整

理 地 区 の 緑 に よ る

景 観 形 成 、  
緑 地 の 整 備 、  
街 区 公 園 整 備  

文 化 の 森 保 全 活 用  

身 近 な 緑 、 街 区 公 園  
集 落 の 広 場  
住 宅 ・ 公 共 施 設 の 緑  

運 動 公 園 ・ 総 合 公 園 の 機 能 性 向 上

憩 い の 場 の 創 出 等 の 再 整 備  

活 動 拠 点 の 耐 震 港 湾 や

避 難 公 園 を つ な ぐ 道 路 、

 
市 民 の 安 全 を 守 る 施 設  
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４． 緑の 基本 方針 の 体系  
 

本 市 の 緑 の 基 本 と な る 施 策 と し て は 、 湾 域や 海 岸 線 、 主 要 河 川 、 身 近 な 山 地

樹 林 を 守 り 、 活 用 し 、 質 の 向 上 を 図 る こ と が 大 切 な こ と で す 。 ま た 、 こ れ ら の

資 源 に 親 し み や シ ン ボ ル 性 を 感 じ て い る 市 民 の 方 々 に と っ て 魅 力 あ る も の と

す る た め に は 、 緑 化 の 推 進 や 保 全 等 を 市 民や 事 業 者 と 協 働 で 進 め て い く こ と が

必 要 な こ と で す 。 計 画 の 理 念 で あ る 「 自 然（ 水 ・ 緑 ） と ま ち （ 人 ・ 文 化 ） の 調

和 す る 奄 美 市 」 を 実 現 す る た め に 、 以 下 を基 本 方 針 の 体 系 と し て そ れ ぞ れ の 役

割 を 定 め 施 策 を 展 開 し ま す 。  
 

理 念   視 点             基 本 方 針 と 施 策  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．  

自
然
（
水
・
緑
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と
ま
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協 

働 

自 然 と ま ち の 宝 を ま も り 、 み が く  
・ 身 近 な 山 地 樹 林 を 守 り ・ 活 用 す る （ 森 林 育 成 事 業 、 水 源 涵 養 林 事 業 ）

・ 湾 域 や 海 岸 線 の 水 と 緑 を 守 り 、 そ だ て る  
・ ま ち の 緑 を 守 り 、 そ だ て る  （ 街 路 樹 や 公 園 の 維 持 管 理 ）  
・ 農 地 を 守 り 、 農 に 親 し む   （ 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 ）  

今 あ る つ な が り を 太 く し 、 新 た な つ な が り を 形 成  
 ・ 緑 の 水 脈 を 充 実 さ せ る   （ 多 自 然 型 川 づ く り 、 親 水 護 岸 ）  
 ・ 緑 の み ち を 充 実 さ せ る   （ 街 路 樹 整 備 ）  
 ・ ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 す る 様 々 な 緑 を 充 実 さ せ る   
  

奄 美 ら し さ の 演 出 と 施 設 の 充 実 に つ と め る  
・ マ リ ン タ ウ ン 地 区 の 景 観 と 施 設 を 充 実 さ せ る   
・ 多 様 な ま ち の 景 観 と 施 設 を 充 実 さ せ る  
・ 生 活 や 観 光 交 流 拠 点 の 景 観 と 施 設 を 充 実 さ せ る  （ 公 園 整 備 事 業 等 ）  
・ 都 市 基 幹 公 園 の 施 設 を 充 実 さ せ る        （ 公 園 整 備 事 業 等 ）  

身 近 な 緑 を ま も り 、 そ だ て る  
・ 街 区 公 園 や ポ ケ ッ ト パ ー ク 等 を 充 実 さ せ る   （ 公 園 整 備 事 業 等 ）  
・ 既 存 の 公 園 や 緑 地 を 改 修 す る  
・ 緑 あ ふ れ る 街 並 み を つ く る  
・ 河 川 沿 い の 緑 道 を 整 備 す る  
・ 河 川 ・ 水 路 の 緑 地 環 境 を 改 善 す る  

台 風 、 地 震 な ど に 備 え た 緑 の 計 画  
 ・ 災 害 を 防 止 す る 緑 を 充 実 さ せ る     
 ・避 難 場 所 、避 難 経 路 、救 護 活 動 拠 点 等 を 確 保 す る  （ 公 園 整 備 事 業 等 ）

 ・ 市 民 が 安 全 に 利 用 で き る 公 園 緑 地 に す る  

緑 の 啓 発 及 び 参 加 の 促 進  
・ 市 民 ・ 市 民 団 体 ・ 企 業 へ の 緑 の ま ち づ く り へ の 参 加 を 促 進 す る  
・ 市 民 ・ 市 民 団 体 ・ 企 業 へ の 緑 の ま ち づ く り へ の 活 動 を 支 援 す る  
・ 緑 へ の 関 心 や 知 識 を 高 め る  
・ 推 進 体 制 を 強 化 す る  
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1） 都 市 公 園 等 の 整 備 目 標  
 

都 市 公 園 法 施 行 令 第 1 章 第 1 条（ 住 民 １ 人 当 た り の 都 市 公 園 の 敷 地 面 積 の

標 準 ） で は 、「 都 市 公 園 の 住 民 １ 人 当 た りの 敷 地 面 積 の 標 準 は 、 10 ㎡ 以 上 」

（ 平 成 19 年  国 の 目 標 値 は 13 ㎡ ／ １ 人 ）と さ れ て お り 、ま た 、「 市 街 地 (Ｄ
Ｉ Ｄ 地 区 )の 都 市 公 園 の 当 該 市 街 地 (Ｄ Ｉ Ｄ 地 区 )の 住 民 １ 人 当 た り の 敷 地 面

積の標準は 5 ㎡以上とする」とされています。  
本 市 の 現 在 の 都 市 計 画 区 域 内 の 都 市 公 園 に は 、都 市 基 幹 公 園 3 箇 所 、住 区

基 幹 公 園 36 箇 所 、 緑 地 7 箇 所 が あ り 、 １ 人 当 た り 面 積 は 、 13.2 ㎡ で あ り 、

標準値及び目標値ともに満足しています。  
市 街 地（ Ｄ Ｉ Ｄ 地 区 ）に は 、都 市 基 幹 公園 1 箇 所 、住 区 基 幹 公 園 18 箇 所 、

緑 地 2 箇 所 が あ り 、 １ 人 当 た り 面 積 は 、 5.1 ㎡ で あ り 、 標 準 値 を 満 足 し て い

ます。  
都 市 公 園 の 整 備 に つ い て は 、 街 中 の 緑 の 創 出 ・ 防 災 活 動 の 拡 充 、 末 広 ・ 港

の 区 画 整 理 や マ リ ン タ ウ ン 地 区 整 備 に よ る 新 た な 公 園 を 創 出 す る こ と で 、 緑

の 量 を 確 保 し ま す 。 ま た 、 併 せ て 既 存 公 園 の 休 憩 ・ 遊 び ・ 散 策 な ど の 機 能 性

の 向 上 を 図 る た め に 、 芝 生 の 広 場 や 植 栽 量 を 増 や す こ と に よ る 質 の 向 上 等 の

リニューアルも検討していくこととします。  
 

都市公園１人当り公園面積確保目標  

１人当り公園面積（㎡）  
区分  

平成 22 年  平成 31 年  標準値  
都市計画区域  13.2 13.7 13.0 
ＤＩＤ区域  5.1 5.6 5.0 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


